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広

報

○北海道日本ハムファイターズのマスコット「Ｂ・Ｂ」が中央保育所を訪れ園児と交流しました。

　子どもたちは、歌や踊り、野球体験など楽しい時間を過ごしました。

特集　Ｐ２‐５　４月から、特定健診制度と後期高齢者医療制度が始まります。

生活習慣病対策の徹底で将来医療費を抑制
７５歳以上の高齢者は新たな医療制度に移行
Ｐ８‐９　地域活動レポート⑬　

児童の通学安全に学校と地域が連携
「おっかないおじさん、おばさんの会」も活躍

Ｐ１４　ズームアップふらの　Ｐ１６　消費生活・健康情報

Ｐ１８　くらしの情報
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市民の健康管理を考え市民の健康管理を考えるる

生
活
習
慣
病
対
策
の
徹
底
で
将
来
医
療
費
を
抑
制

歳
以
上
の
高
齢
者
は
新
た
な
医
療
制
度
に
移
行

75

　
４
月
か
ら
、
特
定
健
診
制
度
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す

今年４月１日から、新しい医療保険制度がスタートしま

す。国が進めている医療制度改革の一環として実施され

るもので、将来の医療費の伸びを抑制し、持続可能な国

民皆保険制度にしていくために、虚４０～７４歳の国民全員

を対象にした特定健康診査と保健指導を制度化したこと、

許７５歳以上の高齢者の医療制度を一元化して全員が加入

する後期高齢者医療制度を創設したことの２つが大きな

柱になっています。

今月号では、こうした新しい制度の目的と内容について

紹介します。また、モデル事業として実施してきた国保

ヘルスアップ事業の成果についても紹介します。市民が

積極的に健康の増進と管理に取り組むためのきっかけに

していただきたいと思います。
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

に
着
目
し
た
疾
病
対
策

　

健
康
で
元
気
な
日
常
生
活
を
過

ご
し
た
い
と
思
う
の
は
誰
し
も
が

同
じ
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の

食
生
活
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
近

年
に
な
っ
て
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
肥
満
や
高
血
圧
、

高
脂
血
症
（
脂
質
異
常
症
）、
糖
尿

病
な
ど
の
「
生
活
習
慣
病
」
が
増

え
て
い
ま
す
。
以
前
は「
成
人
病
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
「
平

成　

年
度
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」

１６
（
対
象　

歳
〜　

歳
）
で
は
、
男
性

４０

７４

の
２
人
に
１
人
、
女
性
の
５
人
に

１
人
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

（
内
臓
脂
肪
型
肥
満
）
の
該
当
者
、

ま
た
は
予
備
群
で
あ
る
と
報
告
し

て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
と
は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
引
き

起
こ
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
状
態

の
こ
と
で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
の
傾
向
の
強
い
人
は
循
環
器

疾
患
の
原
因
と
い
わ
れ
る
「
動
脈

硬
化
」
を
発
症
す
る
確
率
が
高
く
、

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
心

臓
病
や
、
脳
梗
塞
な
ど
の
脳
卒
中

と
い
っ
た
重
大
な
病
気
の
発
症
要

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

疾
病
は
、
あ
る
程
度
症
状
が
進
ま

な
い
と
分
か
り
に
く
く
、
ま
た
、

完
治
が
難
し
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
期
に
発
見
し
て

生
活
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
～
　
歳
全
員
の
受
診

４０

４˓

を
保
険
者
に
義
務
づ
け

　

今
年
４
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
特

定
健
康
診
査
と
特
定
保
健
指
導
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
着
目
し

て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
健
診
を

通
じ
て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の

該
当
者
か
、
ま
た
は
予
備
群
の
状

態
に
あ
る
の
か
を
判
定
し
、
こ
れ

ら
に
該
当
す
る
人
に
は
適
切
な
治

療
と
生
活
習
慣
の
改
善
に
向
け
た

指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
生
活

習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
を
防
ぐ

目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
の
は　

〜　

歳
ま

４０

７４

で
の
人
全
員
で
、
年
１
回
、
法
律

に
よ
っ
て
国
民
健
康
保
険
や
被
用

者
保
険
な
ど
の
保
険
者
に
そ
の
実

施
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
健
診

の
実
施
あ
た
っ
て
は
、
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
（
被
保
険
者
）
に

対
す
る
受
診
通
知
は
富
良
野
市
が

行
い
、
国
保
以
外
の
健
康
保
険
加

入
者
や
被
扶
養
者
に
対
し
て
は
勤

務
先
の
事
業
所
な
ど
を
通
じ
て
連

絡
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
５
年
後
の

平
成　

年
度
段
階
で
、
健
診
の
実

２４

施
率
を　

％
（
国
保
は　

％
）、
保

７０

６５

健
指
導
の
実
施
率
を　

％
ま
で
高

４５

め
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
、

こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
該
当
者
と
そ
の
予

備
群
が　

％（
平
成　

年
度　

％
）

１０

２７

２５

減
少
し
、
国
民
や
健
康
保
険
が
支

払
う
医
療
費
の
抑
制
効
果
を
期
待

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
者
と
予
備
群
に
は

治
療
や
生
活
改
善
を
指
導

　

で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

の
診
断
基
準
と
は
ど
ん
な
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
。
健
診
の
結
果
、

内
臓
脂
肪
蓄
積
の
マ
ー
カ
ー
と
し

て
の
腹
囲
径
が
男
性
で　

㌢
、
女

８５

性
で　

㌢
以
上
あ
り
、そ
の
上
で
、

９０

リ
ス
ク
要
因
と
な
っ
て
い
る
虚
血

清
脂
質
異
常
（
中
性
脂
肪
値
、
Ｈ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
）
許
血

圧
高
値
（
最
高
血
圧
値
、
最
低
血

圧
値
）
距
高
血
糖
（
空
腹
時
血
糖

値
）
の
う
ち
２
つ
以
上
該
当
し
た

場
合
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の

該
当
者
に
、
１
項
目
の
場
合
は
予

備
群
に
判
定
さ
れ
ま
す
。

　

保
健
指
導
は
、
生
活
習
慣
を
見

直
す
た
め
の
動
機
づ
け
と
し
て
行

わ
れ
る
も
の
で
す
が
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
と
予
備
群
に
該
当

し
た
人
な
ど
に
対
し
て
、
個
別
に

健
診
結
果
や
質
問
項
目
な
ど
か
ら

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
要
因
に
応

じ
た
保
健
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と

特
定
健
康
診
査
と
保
健
指
導

特
定
健
診
の
実
施
対
象
項
目

　
　
　

診
（
自
覚
症
状
・
服
薬
暦

　
　
　

・
喫
煙
習
慣
等
）、
計
測

（
身
長
・
体
重
・
肥
満
度
・
腹
囲
）、

診
察
、
血
圧
、
尿
検
査
、
血
液
検

査
【
中
性
脂
肪
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
肝
機
能
検
査
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・

Ｇ
Ｐ
Ｔ
・
γ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）、
腎
機
能
検

査
（
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
）、
血
糖
検
査

（
空
腹
時
血
糖
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ

１
Ｃ
）、
尿
酸
、
貧
血
検
査
（
ヘ
マ

ト
ク
リ
ッ
ト
・
血
色
素
・
赤
血
球
）】、

心
電
図
、
医
師
の
判
断
に
よ
り
眼

底
検
査
。

健
診
受
診
率
を
高
め
る
方
策

を
連
合
会
長
会
議
で
議
論

　
　
　
で
は
、
年
３
回
延
べ　

日
１８

　
　
　

間
、
市
内
３
会
場
を
巡
回

し
て
集
団
健
診
の
受
診
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
が
、
働
き
盛
り
の
世

代
（　

〜　

歳
）
の
受
診
率
が　

・

４０

６４

１９

６
％
と
低
い
の
が
国
民
健
康
保
険

の
実
態
。
先
の
連
合
会
長
会
議
の

テ
ー
マ
が
「
ど
う
す
れ
ば
受
診
率

を
ア
ッ
プ
で
き
る
の
か
？
」。①
対

象
者
全
員
に
受
診
券
を
事
前
に
送

付
し
て
健
診
を
呼
び
か
け
る
、
②

集
団
検
診
の
会
場
を
増
や
す
こ
と

が
望
ま
し
い
が
、
受
診
者
が
ど
れ

だ
け
き
て
く
れ
る
の
か
、
③
市
内

医
療
機
関
で
特
定
健
診
を
受
け
ら

問市  ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

メタボリック症候群の判断基準

内臓脂肪蓄積
　ウエスト周囲径　男性≧８５㎝
　　　　　　　　　女性≧９０㎝
（内臓脂肪面積　男女とも≧１００哀に相当）

内臓脂肪値≧１５０葵/握
　　かつ／または
HDLコレステロール値＜４０葵/握

必
須
項
目

収縮期（最大）血圧値≧１３０亜Hg
　　かつ／または
拡張期（最小）血圧値≧８５亜Hg

選
択
項
目

空腹時高血糖値≧１１０葵/握

※CTスキャンなどで内臓脂肪量測定を行うこ
　とが望ましい。
※ウエスト周囲径は立ったまま、軽く息をはい
　た状態でへそまわりを測定する。

＋

１
項
目
の
場
合
は
予
備
群
に
な
り
ま
す
。

２
項
目
以
上
の
場
合
に
該
当
し
ま
す
。
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に
な
り
ま
す
。
リ
ス
ク
要
因
の
多

い
人
に
は
、
医
師
や
保
健
師
、
管

理
栄
養
士
な
ど
が
積
極
的
に
関
与

（
積
極
的
支
援
）し
て
適
切
な
治
療

や
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
示
と
実
践

の
指
導
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。
リ

ス
ク
要
因
の
少
な
い
人
に
は
、
生

活
習
慣
の
改
善
に
向
け
た
動
機
づ

け
の
支
援
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

国
保
会
計
の
　
％
が
生

６９

活
習
慣
病
関
連
医
療
費

　

富
良
野
市
の
国
民
健
康
保
険
の

医
療
費
分
析
（
平
成　

年
５
月
診

１８

療
レ
セ
プ
ト
）
で
は
、
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
、
高
血
圧
、
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
関
連
し
た

医
療
費
は
、
費
用
額
全
体
の　

・
６９

３
％
を
占
め
て
い
る
実
態
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
全
国
平
均（　

％
）

３０

の
２
倍
を
超
え
る
高
い
水
準
で
、

特
に
、
男
性
は　

歳
代
か
ら
、
女

３０

性
は　

歳
代
か
ら
の
増
加
が
目
立

５０

ち
、　

歳
以
上
に
な
る
と
医
療
費

７０

の　

％
が
生
活
習
慣
病
に
関
連
し

８０
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

１
カ
月
１
０
０
万
円
を
超
え
る
高

額
医
療
給
付
も　

件（
全　

件
中
）

１５

２５

が
大
血
管
障
害
（
脳
・
心
・
腎
）

で
占
め
て
お
り
、
市
民
の
日
常
生

活
や
医
療
費
の
負
担
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
実
態
が
浮
か

び
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
保
加
入
者
の
健
診
結

果
（
平
成　

年
度
）
で
は　

〜　

１８

５０

６０

代
の
男
性
の　

％
、
女
性
の
７
％

２６

が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
該
当

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に「
予
備
軍
」

を
加
え
る
と
、
男
性
の
約
半
数
、

女
性
の
約　

％
が
生
活
習
慣
病
対

１５

策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
推
計
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

現
在
、
国
保
健
診
の
受
診
率
は

　

・
６
％
と
著
し
く
低
い
状
況
に

２０あ
り
ま
す
。
４
月
か
ら
開
始
さ
れ

る
特
定
健
診
制
度
で
は
、
平
成　
２４

年
度
段
階
で
受
診
率
を　

％
ま
で

６５

引
き
上
げ
る
こ
と
が
目
標
に
な
り

ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
定
期

的
な
健
診
を
し
っ
か
り
受
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
な
ど
健
康
管
理
に
対
す
る
関
心

を
高
め
、
早
い
う
ち
か
ら
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

で
高
い
改
善
成
果
を
確
認

　

富
良
野
市
で
は
、
特
定
健
診
・

保
健
指
導
の
本
格
的
な
実
施
を
前

に
、
平
成　

、　

年
度
の
２
カ
年

１８

１９

間
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
国
保
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
事
業
の
結
果
で

１８

は
、
国
保
の　

歳
代
の
未
受
診
者

４０

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
し
た
男

性
の　

・
９
％
が
肥
満
（
全
国
平

３７

均　

・
５
％
）
に
該
当
し
、
腹
囲

２６

径
が
基
準
値
以
上
あ
る
内
臓
脂
肪

型
肥
満
者
が　

・
９
％
も
い
る
実

４４

態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
生
活
習
慣
の
項
目
で
は
、
高

血
圧
発
症
リ
ス
ク
の
高
い
人
が
多

く
み
つ
か
り
、
運
動
不
足
を
自
覚

（　

％
）し
て
い
て
も
で
き
て
い
な

８０い
と
い
う
実
態
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
保
健
指
導
の
事
業
に
は
、

健
診
の
結
果
、「
支
援
が
必
要
」
と

判
断
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
参
加
を

希
望
し
た　

人
に
取
り
組
ん
で
い

８２

た
だ
き
ま
し
た
。
保
健
師
、
栄
養

士
、
健
康
運
動
指
導
士
な
ど
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
個
別
に
組

み
立
て
ら
れ
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
約
３
カ
月
実
施
し
、
骨
格
筋
量

や
基
礎
代
謝
・
最
大
酸
素
摂
取
量
、

体
脂
肪
率
、
体
重
な
ど
の
変
化
を

み
た
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
改

善
率
は
そ
れ
ぞ
れ　

〜　

％
台
に

７０

９０

達
し
、
特
に
、
体
脂
肪
率
が
下
が

る
ほ
ど
最
大
酸
素
摂
取
量
が
増
え
、

基
礎
代
謝
量
も
上
が
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
大
酸

素
摂
取
量
や
筋
力
、
柔
軟
性
な
ど

体
力
的
要
素
が
高
い
ほ
ど
生
活
習

慣
病
予
防
効
果
が
高
い
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
自
分
の
身
体
状
況

と
、
そ
の
状
態
が
起
こ
し
て
い
る

生
活
習
慣
の
課
題
を
理
解
し
、
食

生
活
や
有
酸
素
運
動
な
ど
を
学
び

な
が
ら
、
日
常
的
に
改
善
で
き
る

方
法
を
選
択
・
実
践
し
て
い
く
良

い
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

平
均
寿
命
が
世
界
一
の
水
準
に

な
り
、
多
く
の
人
た
ち
が
年
金
生

活
に
入
る　

歳
時
点
で
の
平
均
余

６５

命
は
男
性
で
約　

年
、
女
性
で　

１８

２３

年
。
老
い
る
に
は
ま
だ
ま
だ
早
い

年
代
で
す
。
若
い
う
ち
か
ら
最
低

で
も
年
１
回
は
健
康
診
断
を
受
け

る
こ
と
で
、
自
分
の
身
体
の
状
態

を
し
っ
か
り
と
確
認
し
、
健
康
で

元
気
な
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う

な
習
慣
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
も
の
で
す
。

れ
る
体
制
が
と
れ
な
い
か
、
富
良

野
医
師
会
と
協
議
中
で
あ
る
こ
と

④
地
域
の
協
力
で
職
員
が
出
向
い

て
健
診
の
呼
び
か
け
や
健
康
増
進

を
学
ぶ
機
会
を
拡
大
す
る
な
ど
が

議
論
の
中
心
に
な
り
ま
し
た
。

健
診
率
の
向
上
で
国
保
会
計

の
負
担
が
軽
減
で
き
る
？

　
　
　
定
健
診
制
度
と
後
期
高
齢

　
　
　

者
医
療
制
度
は
強
く
結
ば

れ
て
い
ま
す
。
若
い
う
ち
か
ら
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
気
を
つ
け

て
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
し
て
い

る
と
高
齢
者
に
な
っ
て
か
ら
の
医

特

国保ヘルスアップ事業から

参加者したＭさんの取り組み（男性・50歳代）
昨年１月の基本健診でメタボリック症候群に該当し、５月にヘル

スアップ事業に参加したMさん。「今までも何とかしなきゃと

思っていたが、自覚症状もなくきっかけがなかった」という。「30

分くらい妻とウォーキングしたり、晩酌も変えてみよう」と言う

のが本人の申し出た改善策。目標は体重８㎏ 減。ライフコーダ

を１週間貸出。しかし、運動量は1,500歩で摂取量2,555kcalに対

して総消費量は2,066kcalのため約500kcalオーバー。栄養指導を

加えて再挑戦。３カ月後、運動量は8,000歩、総消費量は2,330kcal

に増加。そして、10月に行った評価健診の結果は？

　①体重87.2→68.8　②ＢＭＩ31.9→25.3　③腹囲105→85

　④中性脂肪235→67⑤ＨＤＬ55→66　⑥空腹時血糖115→96　

　⑦空腹時インスリン29.2→7.8　⑧尿酸8.2→7.1など

Ｍさん談「酒は土日と祝日だけ。妻と毎朝のウォーキングも楽し

　 くなってきた。景色や花などの変化があって飽きない。冬も

　 動物の足跡などが楽しめると思う」

保健師談「野菜、きのこ、いもの摂取が増加。肉も１日平均30ｇ。

 　バランスがよくなっている。ウォーキングを楽しみながら続

　 けられることは素晴らしい」
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療
費
負
担
が
減
少
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
す
。　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
拠
出
す
る

国
保
か
ら
の
支
援
金
は
１
人
当
た

り
年
間
約
４
万
円
、
総
額
３
億
５

千
万
円
に
な
り
ま
す
。
こ
の
支
援

金
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
が　

％
１０

の
加
算
・
減
算
措
置
。
目
標
の
受

診
率　

％
の
う
ち
一
定
の
割
合
を

６５

達
成
し
た
か
否
か
で
、
年
間
３
千

５
百
万
円
が
軽
減
で
き
る
か
、
３

千
５
百
万
円
を
追
加
負
担
す
る
か

が
決
ま
る
か
ら
で
す
。
み
な
さ
ん

の
受
診
率
が
年
間
７
千
万
円
も
の

金
額
を
左
右
す
る
の
で
す
。

内
臓
脂
肪
は
「
普
通
預
金
」

　
　
　
内
に
蓄
積
さ
れ
た
脂
肪
は
、

　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
使

わ
れ
方
が
違
い
ま
す
。
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
の
内
臓
脂
肪
は
、

幸
に
も
、
比
較
的
容
易
に
溜
ま
り
、

容
易
に
燃
焼
し
ま
す
か
ら
、
毎
日

の
食
生
活
や
運
動
に
心
が
け
る
こ

と
で
減
ら
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

目
標
は
１
日
１
万
歩
。
通
勤
に
車

を
や
め
て
歩
い
て
み
る
、
階
段
を

使
う
、
室
内
で
ス
テ
ッ
パ
ー
を
踏

む
こ
と
な
ど
が
有
効
で
す
。
食
事

で
は
、
脂
っ
こ
い
も
の
、
甘
い
も

の
、
早
食
い
、
食
べ
過
ぎ
、
間
食

が
鬼
門
。
魚
や
緑
黄
色
野
菜
を

し
っ
か
り
摂
取
し
、
晩
酌
は
適
量
、

お
つ
ま
み
は
高
カ
ロ
リ
ー
の
も
の

を
控
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

都道府県単位に医療制度が一元化

　今年４月から、後期高齢者医療制度が始まります。
現在、７５歳以上の方は国民健康保険や被用者保険な
どの医療保険に加入しながら老人保健制度で医療
の給付を受けていますが、４月からは後期高齢者医
療制度の被保険者（加入者）となって、同様の給付
を受けることになります。高齢社会に対応した仕組
みとして高齢者世代と現役世代の負担を明確化し、
公平でわかりやすい独立した医療制度として創設
されたもので、医療機関の窓口で支払う医療費の自
己負担割合は現行と同じ１割ですが、一人ひとりが
負担能力に応じて保険料を納めることになります。
　また、この制度は都道府県単位で行われることか
ら、道内全市町村が加入して設立された北海道後期
高齢者医療広域連合が主体となって運営し、各市町
村が被保険者証の引渡しや保険料の徴収、各種申請
や届出などの事務を担うことになります。

 

運営財源の１割は保険料として負担

　広域連合が運営を行うために必要な医療給付な
どの財源（医療機関窓口での負担を除く）は①国や
道、市町村からの公費５０％②現役世代からの支援金
４０％③被保険者からの保険料１０％で構成されます。
  

　保険料は、被保険者ごとに算定された①被保険者
全員が等しく負担する均等割額と②所得に応じて
負担する所得割額の合計額になります。

※所得は、年金収入のみで330万円以下の場合は120万円を控除した額です。
※保険料の賦課限度額50万円は年間所得5,074,102円以上の方が該当します。

所得の少ない人には均等割額が軽減されます

  

※年金収入のみの世帯を想定。2人世帯は、共に75歳以上で配偶者の　
一方の年金収入が135万円以下の場合の減額後の2人分の均等割額。

年金収入階層による保険料の計算例（年額）

 
   
   
   
   
   
   
 　 　
  　 　
  　 　
  　 
※年金収入のみの世帯の均等割額と所得割額の合計額。2人世帯は、共
に75歳以上で配偶者の一方の年金収入が135万円以下の場合を想定。○
内数字は均等割額の減額割合、金額は減額後の保険料を示している。

被用者保険加入の被扶養者に軽減措置

　一方、被用者保険の加入者に扶養されていた人は、
これまで保険料の負担がなかったことから激変緩
和のために、２年間は所得割がかからず均等割につ
いても５割に軽減されます。また、平成20年度は均
等割の徴収は１０月からとし、３月までの６カ月間は
１割の負担となるよう軽減されます。

※保険料は原則として、介護保険料と同様に年金か
　ら自動的に納付されることになります。ただし、
　年金受給額が年額18万円未満の方や、介護保険料
　との合計額が年金受給額の２分の１を超える方
　は、納付書などの方法で納めることになります。
※６５歳から７４歳までで一定の障がいのある方は、後
　期高齢者医療制度へ移らないこともできます。希
　望する方は、市民課で手続きをしてください。

架市民課３９‐2301、または、北海道後期

高齢者医療広域連合011‐290-5601じ

北海道後期高齢者医療広域連合
75歳以上（一定の障がいのある人は65歳以上）
３月下旬までに市町村から一人ひとりに
新しい被保険者証が交付されます。
１割負担（※現役並み所得者は３割負担）
   ※単身世帯で年収383万円、複数世帯で520万円以上

運営主体
対象者
被保険者証

患者負担

後期高齢者医療制度

保険料
(10％)

支援金（40％）
国保・被用者保険

公  費（50％）
国4/6 道1/6 市1/6

所得割額
所得－基礎控除33万円×9.63％

＋均等割額
43,140円/人

＝
保 険 料

限度額は５０万円

２人世帯単身世帯年金収入
７割減額後25,880円７割減額後12,940円168万円まで
５割減額後43,140円―192.5万円まで

―２割減額後34,510円203万円まで
２割減額後69,020円―238万円まで

２人世帯単身世帯 所得換算 年金収入
⑦  25,800円⑦ 12,900円0円120万円
⑦  25,800円⑦ 12,900円20万円140万円
⑦  32,500円⑦ 19,600円40万円160万円
⑤  69,100円② 60,500円60万円180万円
②114,200円② 79,700円80万円200万円
②133,500円107,600円100万円220万円
170,000円126,900円120万円240万円
189,200円146,100円140万円260万円
208,500円165,400円160万円280万円
　227,800円184,700円180万円300万円
247,000円203,900円200万円320万円

体
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年頭のごあいさつ
　　　　富良野市長  能登　芳昭

　

輝
か
し
い
平
成　

年
の
新
年
を
迎
え
る
に

20

あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
で
の
ご

活
躍
と
、
本
年
が
希
望
に
満
ち
た
年
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
日
頃
か
ら
行
政
に
対
し
て
あ
た
た
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

就
任
2
年
目
を
迎
え
、「
市
民
対
話
と
情
報

開
示
」
を
旨
と
し
、
農
村
観
光
都
市
の
形
成
、

市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
郷
土

富
良
野
の
確
立
に
向
け
、「
市
長
と
語
ろ
う
地

域
懇
談
会
」
な
ど
様
々
な
場
面
で
、
ご
意
見

を
拝
聴
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
日
々
努
力
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
と
も
な
い
国
の

補
助
金
や
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
市
は
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
補
う
た
め
に

人
件
費
の
抑
制
を
は
じ
め
未
利
用
財
産
の
利

活
用
や
歳
入
の
確
保
対
策
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
収
納
の
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
現
在
策
定
中
で
あ
り
ま
す
財
政

健
全
化
計
画
に
基
づ
い
て
行
政
改
革
を
進
め
、

行
政
が
な
す
べ
き
事
、
市
民
に
ご
協
力
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
明
確
に
し
、
借
入

を
起
こ
さ
な
い
、
更
に
将
来
の
負
担
増
と
な

ら
な
い
堅
実
な
行
政
運
営
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
５
月
に
永
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
（
協
会
病
院
）
が
駅
東

側
に
移
転
新
築
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
の

顔
と
い
う
べ
き
駅
周
辺
は
大
き
く
様
変
わ
り

を
し
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
協
会
病
院
跡
地
、

平

成
　

年

２０

旧
く
に
い
跡
地
の
利
活
用
を
含
め
た
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
む
け
て
の
構
想
を
活
性
化

協
議
会
で
進
め
て
お
り
、
市
民
各
層
、
各
種

団
体
な
ど
の
意
見
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
な

か
で
、
市
と
し
て
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
を
策
定
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
高
齢
化
率
は　

％
を
超
え
、

24

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
体
制
の
確

立
、
充
実
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
特
定
健
康
診
査
等
基
本
指
針
が
国

の
施
策
と
し
て
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
実
施
計

画
を
策
定
し
、
平
成　

年
20

度
よ
り
５
年
計
画
で
受

診
率　

％
を
目
標
に
、
保

65

健
指
導
体
制
の
確
立
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
つ
い
て
は
、
北
海
道

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
設
立
さ
れ
、
本
年
４
月
の
事
業
実
施

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
は
、
国

の
施
策
の
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
」
を
平
成　

年
度
か
ら
の
取
り
組
み
に
向

20

け
検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

更
に
平
成　

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
た

２１

な
農
業
計
画
を
策
定
し
、
足
腰
の
強
い
農
業

の
確
立
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
樹
海
東
小
学
校
跡
地
利
用
は
、
内
閣

府
に
よ
る
地
域
再
生
計
画
の
認
定
を
受
け
、

跡
地
利
活
用
者
に
決
ま
っ
た
（
株
）
ジ
ャ
パ

ン
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム
（
本
社
長
野
県
・
小
祝

政
明
社
長
）
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア
カ
デ
ミ
ー

（
農
業
学
校
）
に
よ
る
農
業
担
い
手
の
育
成
を

目
指
す
ほ
か
、
農
食
体
験
を
主
と
す
る
体
験

学
習
施
設
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

観
光
入
込
み
は
上
半
期
、
前
年
比
6
・
2

％
減
の
1
1
9
万
人
で
あ
り
ま
す
が
、
市
の

体
験
型
観
光
に
修
学
旅
行
生
の
需
要
が
高
く
、

ま
た
外
国
人
観
光
客
の
受
入
れ
体
制
が
強
化

さ
れ
て
、
今
後
の
伸
び
に
大
き
な
期
待
が
持

て
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

本
年
、
農
村
観
光
都
市
形
成
を
目
指
し
て
観

光
振
興
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り
」
の
市
街
地
で
の
開

催
は
、
多
く
の
市
民
の
参
加
で
の
盛
り
上
が

り
は
評
価
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本

年
は
「
北
海
へ
そ
祭
り
」
が　

周
年
の
節
目

40

の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
絆
の
祭

り
と
し
て
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

昨
年
は
町
内
会
長
を
は
じ
め
市
民
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
体
制
（
ご
み
の　

分
14

別
収
集
）
は
、
行
政
と
市
民
が
共
有
す
る
本

市
が
全
国
に
誇
る
貴
重
な
財
産
と
し
、
体
制

を
引
き
続
き
確
立
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
富
良
野
圏
域
の
課
題
で
あ
り
ま
す

「
広
域
連
合
」
は
、
一
部
事
務
組
合
な
ど
の
行

政
経
費
の
縮
減
と
効
率
化
を
目
標
に
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
円
滑
な
広
域
連
合
へ

の
移
行
に
向
け
、
継
続
し
た
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
様
々
な

改
革
を
も
と
に
、
よ
り
市
民
の
視
点
に
立
っ

た
行
政
改
革
を
進
め
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
行

政
を
早
期
に
実
現
さ
せ
、
更
に
確
実
な
歩
み

を
踏
み
出
す
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
願
い
、

新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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人
ク
ッ
ク
・
マ
イ
ク
さ
ん

　
　
　
イ
・
ス
ヒ
さ
ん

　
　
　
　
　
  ～
日
の
出
町
～

 韓
国
の
家
庭
料
理
は
野
菜
が
中
心
で
す

シ
ア
ト
ル
か
ら
富
良
野
に
移
り
住
み
ま
し

た
。「
韓
国
は
焼
肉
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

家
庭
料
理
は
野
菜
が
中
心
で
す
。
新
鮮
な

富
良
野
の
野
菜
が
合
う
し
、
豊
か
な
自
然

の
中
で
娘
も
育
て
た
か
っ
た
」
と
ク
ッ
ク

さ
ん
夫
妻
は
定
住
の
動
機
を
話
し
、「
実
際

に
住
ん
で
み
る
と
、
仕
事
や
文
化
で
一
流

の
人
が
多
く
住
ん
で
い
る
ユ

ニ
ー
ク
な
田
舎
で
し
た
。
外
国

人
に
優
し
く
、
地
元
の
人
が
よ

く
声
を
か
け
て
く
れ
る
の
で

暮
ら
し
や
す
い
街
で
す
」
と

ク
ッ
ク
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

韓
国
か
ら
唐
辛
子
と
塩
辛

を
取
り
寄
せ
、
富
良
野
産
の
白

菜
を
使
っ
た
本
場
韓
国
の
キ

ム
チ
作
り
に
も
取
り
組
み
ま

す
。「
美
味
し
い
キ
ム
チ
と
し

て
全
国
の
物
産
展
で
紹
介
し

た
い
」
と
話
す
ク
ッ
ク
さ
ん
。

　

ス
ヒ
さ
ん
は
毎
週
火
曜
日
、

　

時
か
ら
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
「
コ

11リ
ア
ン
茶
茶
」
で
韓
国
語
講
座

の
生
放
送
を
２
年
前
か
ら
担

当
し
て
い
ま
す
。「
お
り
し
も

ヨ
ン
様
ブ
ー
ム
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
頼
ま
れ
ま
し
た
」

　

ま
た
、
ソ
ウ
ル
大
学
で
チ
ェ
ロ
を
専

攻
し
た
ス
ヒ
さ
ん
は
演
奏
会
に
も
誘
わ

れ
ま
す
。「
富
良
野
は
面
白
い
人
が
多
く
、

中
で
も
チ
ェ
ロ
と
朗
読
を
組
み
合
わ
せ

た
演
奏
会
は
都
会
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」

と
楽
し
そ
う
。
今
後
は
「
オ
ペ
ラ
の
よ

う
に
、
音
楽
と
お
話
が
あ
る
演
奏
会
を

仲
間
と
し
た
い
で
す
」
と
新
し
い
活
動

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
人
が
少
な
い
田
舎
の
苦
労

も
あ
り
ま
す
。「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

し
た
い
の
で
す
が
、
店
の
関
係
で
午
後

２
時
か
ら
５
時
ま
で
し
か
時
間
が
取
れ

ま
せ
ん
。
夜
の
活
動
は
あ
り
ま
す
が
、

昼
間
に
活
動
が
で
き
る
人
を
探
す
の
に

苦
労
し
て
い
ま
す
」
と
ク
ッ
ク
さ
ん
は

仲
間
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

ス
ヒ
さ
ん
の
父
イ
・
ヒ
ョ
ン
ソ
ク
さ

ん
（
ソ
ウ
ル
在
住
）
は
韓
国
大
企
業
三

星
の
元
重
役
で
、
ふ
ら
の
観
光
協
会
の

「
富
良
野
親
善
観
光
大
使
」
と
し
て
、
ソ

ウ
ル
と
富
良
野
の
交
流
の
橋
渡
し
役
を

し
て
い
ま
す
。

　
「
娘
と
孫
が
富
良
野
に
住
ん
で
い
る

の
で
富
良
野
の
力
に
な
り
た
い
。
孫
の

ヘ
ナ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
ス
キ
ー
を
す
る

の
も
楽
し
み
」
と
頬
が
緩
み
ま
す
。

　

ス
ヒ
さ
ん
の
母
ス
ン
ジ
ャ
さ
ん
も

チ
ェ
ロ
演
奏
家
と
し
て
ソ
ウ
ル
で
活
躍

し
、
演
劇
工
場
で
演
奏
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

家
族
ぐ
る
み
で
富
良
野
を
応
援
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

富良野に移る

「仕事に文化に一流の人が住んでいる富良野はユニークな
田舎だと思います」と話すクックさん夫妻

⑨
　

日
の
出
町
で
韓
国
家
庭
料
理
店
「
ソ

ウ
ル
テ
ラ
ス
」
を
経
営
す
る
韓
国
系
米

国
人
の
ク
ッ
ク
･
マ
イ
ク
さ
ん
と
韓
国

人
の
妻
イ
・
ス
ヒ
さ
ん
は　

歳
の
娘
ヘ

10

ナ
ち
ゃ
ん
と
３
人
暮
ら
し
。

　

ス
ヒ
さ
ん
の
妹
が
南
富
良
野
町
に
嫁

い
で
き
た
縁
で
平
成　

年
、ア
メ
リ
カ
・

15

外
国
製
無
線
機
（
Ｆ
Ｒ
Ｓ
・
Ｇ
Ｍ
Ｒ
Ｓ
）

は
国
内
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

当
該
無
線
機
で
使
用
さ
れ
て
い
る
周
波
数
は
国
内

で
は
防
災
行
政
無
線
や
放
送
事
業
用
無
線
な
ど
重
要

通
信
に
使
わ
れ
て
お
り
、
妨
害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
日
本
国
内
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

架
北
海
道
総
合
通
信
局
電
波
利
用
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
　

拶
０
１
１
‐
７
３
７
‐
０
０
９
９
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 地域活動レポート⑬

鳥
沼
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
　

鳥
沼
地
区
連
合
会

　

鳥
沼
小
学
校
の
通
学
路
に
な
っ

て
い
る
０
号
線
か
ら
８
号
線
付
近

の
約
４
㎞
の
区
間
に
は
、
昨
春
か

ら
「
防
犯
推
進
地
区
」
と
書
か
れ

た
防
犯
看
板
を
立
て
た
花
植
え
の

プ
ラ
ン
タ
ー
が
並
ん
で
い
ま
す
。

通
学
中
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

守
ろ
う
と
、
鳥
沼
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
西
出
寛
会
長
）と
鳥
沼
地
区
連
合

会
（
西
出
和
明
会
長
）
が
協
力
し

て
進
め
て
い
る
事
業
で
す
。

　

近
年
、
通
学
中
の
児
童
が
犯
罪

や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
P
T

A
か
ら
連
合
会
に
働
き
か
け
た
の

が
き
っ
か
け
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
連
合
会
、

卒
業
生
の
父
母
と
地
域
の
協
力
者

で
作
る
「
お
っ
か
な
い
お
じ
さ
ん
、

お
ば
さ
ん
の
会
」
を
中
心
に　

世
４５

帯
が
事
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
タ
ー
に
は
、
連
合
会
が

用
意
し
た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ

ル
ビ
ア
な
ど
の
花
が
植
え
ら
れ
、

６
月
か
ら　

月
下
旬
に
か
け
て
色

１０

と
り
ど
り
の
花
が
通
学
路
を
彩
り

ま
す
。
看
板
は
鳥
沼
小
学
校
の
児

童
・
先
生
の
手
作
り
で
文
字
は
校

長
先
生
が
書
き
、
と
て
も
愛
着
の

あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
西
出
会
長
は
「
プ
ラ

ン
タ
ー
を
置
く
こ
と
で
花
に
水
を

や
り
に
住
民
が
通
学
路
に
顔
を
出

す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
防
犯
に
対

す
る
意
識
付
け
や
防
犯
効
果
も
期

待
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
子
ど
も
た
ち
に
安
全
で
安

心
な
環
境
づ
く
り
が
少
し
で
も
進

め
て
い
け
れ
ば
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
有
志
を
中
心
に
、

車
に
「
子
ど
も
１
１
０
番
」
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
、
地
域
の
防

犯
に
目
を
光
ら
せ
る
取
り
組
み
も

児
童
の
通
学
安
全
に
学
校
と
地
域
が
連
携

「
お
っ
か
な
い
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
の
会
」
も
活
躍

広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
連
合

会
で
購
入
し
、
日
常
か
ら
地
域
を

動
き
回
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
中
心
に

約　

台
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
連

５０
合
会
の
西
出
会
長
は
「
活
動
を
通

じ
て
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
こ

と
へ
の
関
心
だ
け
で
な
く
、
自
分

自
身
の
防
犯
意
識
も
高
ま
り
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
西
出
会
長
も

「
今
春
は
通
学
路
だ
け
で
な
く
、地

域
の
庭
先
全
体
に
プ
ラ
ン
タ
ー
の

設
置
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

マイナス１５度の朝、車が来ないことを確認しながら子どもたちを安全に横断させる東っ子
守ルンジャーのみなさん

連合会・町内会の話題をお知らせください。

通学路に防犯看

板と花植えプラ

ンターを並べる

鳥沼地区で進められている防犯グッズと西出ＰＴＡ会長
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警
察
に
も
依
頼
し
連
携
し
て
子
ど

も
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

　

年
３
回
開
か
れ
る
連
絡
会
議
で

は
危
険
箇
所
の
情
報
交
換
を
行
い
、

東
小
学
校
で
作
る
危
険
マ
ッ
プ
に

活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。「
地
域
に
呼

び
か
け
て
、
学
校
区
に
満
遍
な
く

守
ル
ン
ジ
ャ
ー
が
参
加
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
た
い
。」と
語
る
長
沢

会
長
。

あ
か
つ
き
長
寿
会

　

正
月
を
前
に
し
た　

月　

日
、

１２

１５

老
人
ク
ラ
ブ
あ
か
つ
き
長
寿
会

（
川
村
尚
会
長
）と
児
童
館
の
合
同

に
よ
る
恒
例
の「
も
ち
つ
き
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ

た
東
部
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
約　
８０

人
の
子
ど
も
や
保
護
者
、
高
齢
者

ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
つ
き
あ
げ
た
も
ち
は

　

㎏
。
子
ど
も
た
ち
は
、

１５高
齢
者
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
な
が
ら
慣
れ
な
い

手
つ
き
で
き
ね
を
ふ
る

い
、つ
き
た
て
の
も
ち
は
、

「
あ
ん
こ
も
ち
」
や
「
き

な
こ
も
ち
」、「
い
そ
べ
も

ち
」
に
丸
め
ら
れ
、
会
場

は
も
ち
や
醤
油
の
に
お

い
が
広
が
り
、
早
く
も
迎

春
ム
ー
ド
が
漂
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
伝
統
文

化
を
大
切
に
伝
え
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
し
た

も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に

地域コミュニティ３２

と
っ
て
大
切
な
ふ
れ
あ
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
参
加
し

た
武
田
翔
太
さ
ん
（
東
小
学
校
３

年
生
）
は
、「
も
ち
を
つ
く
の
は

と
っ
て
も
面
白
か
っ
た
。
自
分
で

つ
い
た
の
で
余
計
に
お
い
し
か
っ

た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

約　

年
も
続
い
て
い
る
歴
史
あ

２０

る
事
業
に
、
川
村
会
長
は
「
昔
は

こ
の
時
期
に
な
る
と
各
家
庭
で
も

ち
つ
き
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で

児童たちの安全をＰ

ＴＡと学校、地域が

連携して見守ります

車の多い黄金道りで子どもた
ちを見守る楠本義政さん

高齢者と子どもた

ちが世代を超えて

「もちつき」で交流

す
。
子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ

た
の
が
う
れ
し
い
。
私
た
ち
も
楽

し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

あ
か
つ
き
長
寿
会
で
は
、
東
部

児
童
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
し
て
、

こ
の
ほ
か
、
３
月
に
は
昔
な
が
ら

の
遊
び
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

伝
承
活
動
、
春
に
は
花
壇
の
花
植

え
と
管
理
、
ま
た
、
年
間
を
通
し

て
の
ご
み
拾
い
な
ど
、
様
々
な
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

川
村
会
長
は
「
あ
か
つ
き
長
寿

会
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
中

で
も
最
大
の
１
３
０
人
が
加
入
。

事
業
の
拠
点
と
し
て
東
部
児
童
セ

ン
タ
ー
の
活
用
が
非
常
に
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
言
い
、「
会
員

数
が
多
い
の
で
い
つ
も
全
員
が
参

加
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
地
域
を
大
事
に
し
、
住
ん
で

い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
活
動
を

地
道
に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

８０人もの参加者で賑わった伝
統のもちつき大会

コミュニティ活動推進員が
地域活動をサポートします

地域の連合会活動を支援するため、
市では各連合会に課長職などをコ
ミュニティ活動推進員として配置し
ています。地域での会合や事業の推
進、日常的な地域の課題解決の際な
どに推進員と積極的に連携しながら、
地域活動を進めてください。

東
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

背
中
に
東
っ
子
守
ル
ン
ジ
ャ
ー

と
書
か
れ
た
緑
色
の
ジ
ャ
ン
バ
ー

を
着
た
楠
本
義
政
さ
ん
（　

才
・

68

錦
町
）
は
、
毎
朝
、
黄
金
通
り
の

横
断
歩
道
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち

を
見
守
り
ま
す
。「
協
会
病
院
の
車

も
増
え
、
孫
も
通
う
の
で
。
子
ど

も
達
の
挨
拶
が
楽
し
み
で
す
」

　

西
麻
町
町
内
会
（
小
野
寺
明
会

長
）
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
協
力
す
る
有
志

　

名
が
通
学
路
に
立
ち
見
守
り
ま

１０す
。「
今
年
か
ら
は
町
内
会
の

事
業
と
し
て
安
全
に
取
り
組

み
ま
す
」
と
小
野
寺
会
長
は

語
り
ま
す
。

　
「
東
っ
子
守
ル
ン
ジ
ャ
ー

（
長
沢
和
之
会
長
）」
は
、
東

小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
先
生
が

有
志
を
募
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

　

名
の
ほ
か
に
地
域
会
員　

６５

３５

名
が
登
録
し
、
平
成　

年
に

１８

結
成
し
ま
し
た
。

　

長
沢
会
長
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ

け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

学
校
区
の
連
合
会
や
町
内
会
、
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㎡規制か、さらに厳しくするべき
距白地地域は低層住宅専用地域と
同等の建ぺい率40％、容積率60％と
するか、さらに厳しくするべき
【主要幹線道路沿道地区について】
鋸主要幹線道路沿道地区で、共に不
特定多数が出入りする特殊建築物
である共同住宅（1500㎡ まで）と
ホテル・店舗（3000㎡ まで）につ
いて異なる規制内容とすることが
理解できない。
■市の考え方
虚ホテルと共同住宅は建築基準法
上、類似の用途とみなす規定は存在
します。原案検討にあたり、同法規
定も当然考慮していますが、市では
�）都市機能の郊外への拡大につな
がるもの、�）道路や排水等のイン
フラ（注）の維持管理コストや行政
サービスコストの上昇につながる
ものを規制する方針です。共同住宅
は、白地地域における居住人口の増
加につながることから、ホテルより
も�、�といった事態を発生させる
要因が強いと考え、また、ホテルに
ついては、市内の建築物を調査した
上で、観光振興に配慮し規制値を緩
和しました。
（注）インフラ＝インフラストラク
チャーの略。学校、病院、道路、橋
梁、バス路線、上下水道、電気、電
話など社会的経済基盤と社会的生
産基盤とを形成するものの総称
許同様のご指摘は、住民説明会でも
ありました。一方、経済発展の阻害
要因となるなどの理由から、規制に
対する慎重論もあります。現在適用
されているのが緩い規制であるこ
ともふまえると、導入時の規制とし
ては原案が妥当と判断しています。
しかし、この規制で決して十分では
ないことから、将来的には、規制の
強化も検討します。
距北海道はH16年4月から市内の白
地地域の建ぺい率・容積率をそれぞ
れ、60％・200％に指定しました
（一部30％・50％指定の地域もあり
ます）。この率は、指定以前、70％・
400％という率が適用になっていた
ことも考慮したものです。建ぺい率、
容積率をより厳しくすべきという
指摘については、市としても検討す
べき事項ととらえており、許と同様
に検討します。
鋸建築基準法上、共同住宅、店舗、
ホテルなどの特殊建築物は�不特
定多数の者の用に供される、�火災
発生のおそれが大きい、�周囲に及

ぼす公害その他の影響が大きいも
のと定義されています。共同住宅が
特殊建築物に該当するから不特定
多数が出入りするというご指摘に
ついては疑問も残りますが、原案の
考え方は虚に示したとおりです。な
お、主要幹線道路沿道地区について
は、用途地域（既存市街地）との連
続性があること、幹線道路及び道路
排水等、インフラが一定整備されて
いるという立地条件にあることか
ら、田園居住地区規制と比較すれば
店舗の面積制限を緩和しています。
■意見の概要
○特定用途制限地域における建築
物等の制限に関する条例制定（素
案）に関して
虚リゾート産業地区の区域設定原
案は、リゾートエリアが分断されて
おり、リゾート施設の計画的な更新
や、リゾートとしての競争力を維持
する為の開発を阻害しかねないた
め、見直しするべき
許条例素案第４条のただし書き許
可については原則認めないという
姿勢ではなく、良い開発については
原則認めるという、積極的かつ弾力
的な運用をお願いしたい。
■市の考え方
虚そもそも、リゾート産業地区とい
う区域区分を設定したのは、富良野
市リゾート基本計画に基づき、ホテ
ルやリゾート施設を誘導してきた
こと、開発を過度に抑制すると、観
光リゾート振興にとってマイナス
につながりかねないと判断したた
めです。なお、リゾート産業地区に
はリゾート関連建築物への規制は
ありません。
原案では、リゾート産業地区が開発

されることにより、後追いで周辺地
域のインフラを行政が追加整備す
ることへの懸念、それに伴うインフ
ラ維持管理コストの増大をまねく
おそれがあったことから、今後開発
を進めるエリアについては原則、ホ
テルなど既存施設周辺に限定する
方針で区域を設定しました。その原
案の区域設定がリゾート振興にマ
イナスだというご指摘です。
　市も、冬観光の中心、富良野ス
キー場と周辺リゾート施設が一体
経営である以上、このエリアの競争
力が低下することについては避け
なければならないと考えます。
　原案作成時に市が懸念していた
後追い的なインフラの整備、維持管
理コストの増大については、事業者
との協議の結果により、懸念が払拭
されたことから、原案を変更し、リ
ゾート産業地区を拡大することと
します。
　今後、事業者と開発計画を協議す
るにあたっては、前述の懸念材料を
発生させないよう、協議、指導を行
います。
許条例第４条のただし書きとは、市
長が良好な環境を害するおそれが
ないと認め、又は公益上やむを得な
いと認めて許可した場合において
は、規制を適用しないというもので
す。この規定について「積極的かつ
弾力的な運用を」という意見ですが、
建築基準法の一般的な法解釈から、
市としてこの規定の運用は慎重に
行わざるを得ないと判断します。
都市建築課　志39‐2316

お
礼
の
手
紙

　
　

月
４
日
に
友
人
２
人
と
富
良
野
に
旅
行
に
来
ま

１１
し
た
。
富
良
野
観
光
を
終
え
、
札
幌
方
面
に
車
で
向

か
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
朝
か
ら
体
調
が
悪
く
、
と

て
も
車
に
乗
っ
て
い
ら
れ
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
の

で
、
山
道
で
車
を
降
り
、
友
人
に
薬
を
買
い
に
行
っ

て
も
ら
い
私
は
１
人
で
山
道
に
残
り
ま
し
た
。

　

１
人
で
い
る
の
が
辛
く
な
り
、
友
人
が
運
転
し
た

方
向
に
歩
き
始
め
た
の
で
す
が
、
歩
き
方
が
フ
ラ
フ

ラ
し
て
危
な
か
っ
た
と
見
え
て
、　

代
く
ら
い
の
ご

３０

夫
婦
が
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き

は
と
て
も
寒
か
っ
た
の
で
車
に
乗
せ
て
い
た
だ
き
、

奥
様
は
私
を
ず
っ
と
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
も
友
人
も
気
が
動
転
し
て
い
て
名
前
を
聞
か
ず

に
別
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
か
お
礼
を
言
う
方
法

が
な
い
か
と
考
え
、
富
良
野
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
広
報
紙
に
載
せ
て

い
た
だ
き
、
少
し
で
も
お
礼
が
伝
わ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

三
重
県　

女
性
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学童保育センター設置条例

の一部改正（素案）について

パブリックコメント手続の結果
意見提出者（件数）　１人（１件）

■意見の概要
　受益者負担の考え方及び事業に
かかる必要経費、未納の状況の公表
について
■市の考え方
　受益者負担については、利益を受
ける者から適正な負担をしていた
だき、その上で市民生活にかかる各
種事業の推進を図りたいと考えま
す。
　学童保育センターに係る経費は、
5施設全体(緑町・麻町・東部・桂
木・北の峰)で、12,963千円(物件費
1,956＋人件費11,007)を必要としま
す。この内、国からの補助金が6,516
千円あり、残る6,447千円が市の負
担となります。年間の学童登録児童
数を2,040人と予定し、１カ月当た
り3,160円(6,447千円÷2,040人)、受
益者負担割合を50％とし、利用料を
1,500円と算定したところです。
　未納、滞納金があった場合につい
ては、件数、金額についてどの様な
かたちで公表できるか検討します。

意見交換会の結果
■意見の概要
虚学童保育の利用料導入の理由と
して、受益者負担金の適正化と説明
がありましたが、理由がよくわかり
ません。また、受益者負担の50％は
高すぎませんか、負担割合の根拠は
なんですか。利用料の算出、運営管
理費の具体的数値は出ていますか。
許国は少子化対策として子育て支
援策を進めていますが、学童保育に
利用料を導入するというのは、時代
の流れに逆行しませんか。
距利用料の算出にあたっての具体
的数値の根拠を示してください。
鋸利用料の免除対象は、生活保護受
給世帯となっていますが、収入によ
るランク付けは考えられませんか。
漁学童保育利用者から利用料を徴
収するということですが、児童館
（児童センター）の利用者からは利
用料は徴収しないのですか。同じ施

設を利用するのに不平等になりま
せんか。
禦学童保育の利用を現在の3年生ま
でを6年生まで利用できるように拡
大できないのですか。
■市の考え方
　虚許行政改革の中で市民委員会
を設置し、すべての施設の利用料・
使用料を受益者負担の適正化の観
点で見直しを進めています。施設ご
とに、「サービスの性質別分類判断
シート」を作成し、公共性、必需的
要素を判断して、負担率を決定して
います。学童保育センターは、利用
料を取るべき施設、負担割合50％と
判断され、利用料を導入するもので
す。受益を受ける者から適正な負担
をしていただいたうえで、少子化対
策の次世代育成支援対策地域行動
計画に基づき、様々な事業を取り組
んでまいります。
距利用料の算出は、学童保育運営に
係る経費（5館分）の人件費、物件
費（教材費や施設維持費）から国の
補助金を差し引き、年間利用見込数
2,040名（5館で170名×12カ月）で
除したものの50％としました。人件
費は、児童厚生員15名のうち学童保
育の主務5名分（児童館より学童保
育の開設時間が長いため1.3倍と
し）及び職員の学童保育事務に係る
分をみています。燃料費等の施設維
持費は、児童館の中に設置している
ため、50％を経費としました。（総
経費12,963千円―補助金6,516千円）
÷2,040名×1/2＝1,500円
鋸利用料の免除は生活保護世帯の
みとし、所得階層による区分は設け
ません。また病気等で長期に欠席し
た場合は減免規定を設け、すでにお
支払いの場合は還付します。
漁学童保育と児童館は、設置の目的、
対象者が違います。学童保育の場合
は留守家庭の福祉の増進を図るこ
とを目的とし、放課後帰宅しても保
護者がいない小学1年生から3年生
までを対象にお預かりをするもの
です。児童館は、子どもに健全な遊
びの場を与え健康の増進、情操を豊
かにすることを目的とし、18歳まで
の児童が利用することができる施
設で、手数料、使用料の見直しの中
でも利用料を取らない施設に位置
づけられております。来館する児童
については学童児も児童館利用児
も分け隔てなく対応していますの
で、不平等は生じないと考えます。
禦趣旨は理解しますが、児童福祉法

での学童児の対象は小学校3年生ま
でとなっています。施設規模的にも
受け入れ拡大は困難な状況にあり、
現段階では3年生までとします
児童家庭課　志39‐2２２３

特定用途制限地域における

建築物等の制限に関する条

例制定（素案）・特別用途地

区における建築物等の制限

に関する条例制定（素案）

パブリックコメント手続の結果
意見提出者（件数）　２人 １法人（３件）
■意見の概要
○特別用途地区における建築物等
の制限に関する条例制定（素案）に
関して
虚新富町・弥生町地域は、すでに商
業施設の集積が進んでおり、今後も
国道沿道に商業施設の立地が進む
ことは明らかであり、当該地周辺に
は規制を加えるのではなく、商業の
中心地として整備するべき
許規制が必要であれば、定例の用途
地域の見直し時に導入するべき
■市の考え方
虚現在、中心市街地活性化基本計画
の見直しを検討していますが、ご指
摘の地域は活性化対象区域外とな
る見通しで、商業の中心地に位置づ
けることは、現段階では考えていま
せん。ご指摘の地域は住宅、自動車
整備工場、店舗などが混在している
ことから、準工業地域指定を継続し
ます。規制導入の是非については、
活性化対象区域へ商業施設の立地
を誘導する観点から、原案のとおり
大規模集客施設の立地を規制して
いきます。
許今回、用途地域の見直しもあわせ
て行っていますので、ご指摘のとお
り、対応しています。
 ■意見の概要
○特定用途制限地域における建築
物等の制限に関する条例制定（素
案）に関して
　原案の規制は緩すぎるため、開発
の抑制にはつながらないこと、類似
用途でありながら規制内容を区別
する合理的な理由がないことから、
以下の点について修正すべき。
【田園居住地区について】
虚ホテルと共同住宅は類似用途で
あることから同面積規制とすべき
許1500㎡規制は緩すぎるので、500

市民参加手続の
ページ

概要のみ掲載。全文は公表場所で
ご覧ください。
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  行政の運営等の状況について

国　家　公　務　員富　良　野　市
区　分

勧奨定年自己都合勧奨定年自己都合

30.55月分23.50月分30.55月分23.50月分勤続２０年

41.34月分33.50月分41.34月分33.50月分勤続２５年

59.28月分47.50月分59.28月分47.50月分勤続３５年

59.28月分５９.２８月分59.28月分59.28月分最高限度額

１.北海道市町村職員退職手当組合に加入
２.平成１８年度一人当たり平均支給額（全職種）　1,８８５万円

詣退職手当の支給割合（平成１９年４月１日現在）

　　 　 主　 な　 内　 容　 　 　名 称

陰配偶者　　　     １３,0００円

隠配偶者以外の扶養親族　　１人６,０００円

韻１５歳～２２歳までの子　１人５,０００円加算

扶養手当

陰借家・借間　家賃が１２,０００円を超える場合に
支給。限度額２７,０００円

隠持ち家　６,０００円

住居手当

陰交通機関利用者　実費支給

隠交通用具利用者　２～５灼未満2,０００円

　　　　　　　　　５灼以上　往復距離×２０円

　　　　　　　　　×２１日（４５,０００円限度）

通勤手当

全職員中対象職員の割合　23.8％

平均支給年額　

　対象職員１人当たり　　55,689円

対象となる主な業務

　保育業務・保健師業務・養護老人ホーム業務

　・看護専門学校教務・ごみ処理業務

特殊勤務

手 当

支給総額　4,836万円（前年度4,177万円）

１人当たり年額　　172,088円

時 間 外

手 当

警その他の手当（平成１９年４月１日現在）

軽部門別職員数の状況（平成1９年４月１日現在）

主 な 増 減 理 由増減
職　員　数

部　 門
18年19年

５５議 会

事務統廃合・縮小▲25856総 務

1515税 務

業務増37275民 生

事務統廃合・縮小▲23735衛 生

22労 働

1818農 林 水 産

業務増145商 工

事務統廃合・縮小▲63529土 木

事務統廃合・縮小▲34441教 育

▲9290281一般会計小計

88水 道

77下 水 道

99ワ イン事業

事務統廃合・縮小▲11413そ の 他

▲13837企業会計等小計

▲10328318合　計

職員数は、一般職の職員数であり、休職者を含み、特別職（3役）、

臨時・非常勤職員を除きます。

計期末勤勉手当の支給割合（平成1９年４月１日現在）
国家公務員富　良　野　市

区　分
勤勉手当期末手当前年比勤勉手当期末手当

0.725月分1.40月分1.000.725月分1.40月分６月

0.725月分1.60月分1.000.725月分1.60月分１２月

1.45月分3.00月分1.45月分3.00月分計

蛍特別職の給料・報酬（平成1９年４月１日現在）
　 期 末 手 当　月　　額区　　分

支給割合

６月期　2.10月分

１２月期　2.30月分

　計　　4.40月分

698,320円市　長
給
　
　
料

570,180円副市長

495,360円教育長

支給割合

６月期　2.10月分

１２月期　0.93または1.20月分
　　　　　（※在職月により）

　計　　3.03または3.30月分

382,000円議　長

報
　
酬

337,000円副議長

310,000円議　員

荊職員の平均給与月額の状況（平成１９年４月１日現在）
平均年齢平均給与月額区　　　分

４３歳３カ月3５０,２８４円一般行政職

給与には、給料のほか手当（期末・勤勉・寒冷地・退職手当

を除く）が含まれます。

茎初任給 （平成１９年４月１日現在）
初　任　給区　　　　分

168,4００円大学卒一　般

行政職 137,0００円高校卒

１人当たり
給与費Ｂ/Ａ

給　 与　 費職員数
Ａ 計　Ｂ期末・勤勉職員手当給　　料

６１９万
５,９４４円

17億
７,２０４万円

４億
6,１９９万円

1億
7,１６２万円

11億
３,８４３万円

２８６人

罫職員給与の状況（平成１９年度一般会計予算）

１.手当には、管理職・寒冷地・住居・通勤・時間外手当が含
　まれます。
２.給与費は、特別職も含まれます。

前 年 度
人件費率

人件費率
Ｂ/Ａ

人 件 費
Ｂ

歳出決算額
Ａ

人　口

２０.３%１７.０%
  ２３億

７,５１７万円

１３９億
８,９４９万円

２５,０４４人

１.人口は、住民基本台帳（平成1９.３.３１現在）によります。
２.人件費には、一般職のほか市長や副市長などの常勤特別職
　に支給される給料、議員などの非常勤特別職の報酬が含まれ
　ます。また、共済費や退職手当組合負担金なども含まれます。

繋人件費の状況（平成１８年度一般会計決算）

職員給与・手当の状況
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平成１８年度　富良野市人事　　

鰹問 総務課　拶３９‐２３００

　地方公務員法第５８条の２及び富良野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第６条の規定に基づ
き、平成１８年度の富良野市の人事行政運営の概要及び公平委員会の業務の状況を次のとおり公表します。
　人事行政とは、市職員の任免、給与、勤務条件など市職員に適用される基準などの全般をいいます。

最 終 合
格 者 数

受験者数採用者数試 験 区 分区　分

１人１６人１人事務職一　般

行政職 １人４人１人〃（社会福祉士）

－１人１人教員看護教員

轄１ 任免及び職員数に関する状況
 職員の採用に関する状況（平成１８年度採用分）

合 計そ の 他
自 己 都 合
退 職

勧奨退職定年退職

１２人２人６人－６人

　職員の退職に関する状況（平成１８年度）

職員数について
　右頁　軽部門別職員数の状況を参照ください

轄２ 給与の状況
　　右頁　繋人件費の状況～警その他の手当てを参照　　
　　　　　ください

３８時間４５分（月曜～金曜）１週間の勤務時間

７時間４５分（８時４５分～１７時１５分）１日の勤務時間

１５分（１２時～１２時１５分）

１５分（１５時～１５時１５分）
休息時間

４５分（１２時１５分～１３時）休憩時間

轄３ 勤務時間その他の勤務条件の状況
  職員の勤務時間の状況

（注）特別な形態での勤務が必要な職員は、上記以外の時間

　　  帯で勤務をしています。

取　得　率
平均使用
日　　数

対象職員数総使用日数付与日数

3１.０％１２.１日３２１人3,9０５日1２,５９６日

年次有給休暇

　職員の年次有給休暇は、一の年につき20日付与され、翌

　年に20日を限度として繰り越しができます。（一の年につ

　き最高40日付与）

【年次有給休暇の取得状況（平成１８年分）】

育児休業の取得状況（平成１８年度）

　女性職員１人が取得。

轄４ 職員の分限及び懲戒処分の状況
 分限処分者数（平成１８年度）

　平成１８年度は、心身の故障による分限処分で１名が休職し

　ています。また、懲戒処分については、次のとおりです。　

　なお、懲戒処分までには至らない義務違反で、口頭（厳重

　注意）及び書面（訓告）による処分があります。

訓告など免職停職減給戒告処　分　理　由

３法令に違反した場合

２１
職務上の義務に違反し又
は職務を怠った場合

轄５ 服務の状況
 職員の営利企業等の従事制限について
　平成１８年度は、申請はありませんでした。

 職員の服務規律保持のための取組状況
　平成１９年３月２３日　統一地方選挙における地方公務員の服務

　規律の厳守について

轄６ 職員の研修の状況（平成１８年度）
研　修　内　容受講者数研　　修　　名

市行政の運営に必要な基礎的知

識の習得
２人新規採用者研修

政策法務、地方公務員法など１１人
北海道自治政策
研修センター

交通安全について（２１人）・地

方財政について（３５人）・裁判

員制度について（１３人）・メン

タルヘルスについて（２１人）

９０人職員研修会

先進地視察、資格取得など１６人自己研修

轄７ 職員の福祉及び利益の保護の状況
  健康診断の状況（平成１８年度）

受診者数対象者数健康診断の種類

２３６人２４７人総合健診（人間ドック）

９８人１０９人定期健康診断

７６人７９人VDT作業従事者健診

件 数区　　分

２件公務災害

  公務災害の認定件数の状況（平成１８年度）

  職員福利厚生会の状況
　　　　（平成１８年６月１日→平成１９年５月３１日）

　職員福利厚生会は、地方公務員法第42条の規定により、相互

　扶助の精神に基づいて会員の親睦福祉を図り、会員の文化・

　教養･保健体育に関する事業等を実施しており、会員（職員）

　の会費及び市の交付金などで運営されています。

　　○会員数３４２人（一部事務組合を含む）○総事業費１２,７０７千円

　　○市の交付金３,４２０千円

轄８ 公平委員会の業務の状況
  勤務条件に関する措置の要求の状況（平成１８年度）
　　勤務条件に関する措置の要求はありませんでした。

  不利益処分に関する不服申立ての状況（平成１８年度）
　　不利益処分に関する不服申立てはありませんでした。

  苦情相談処理の状況（平成１８年度）
　　苦情相談処理はありませんでした。

介護休暇の取得状況（平成１８年度）

　女性職員１人が取得。
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篠原　綾子さん
　　　　（日の出町）

毎日、健康で元気に暮らせること。そして、私の手紙を

受け取ってくれる人がいて、その人の笑顔を想いうかべ

ながら心を込めて年賀状を書けること。そんなことが最

高のよろこびです。

作「絵手紙」

みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集しています。
自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちし
ています。応募、問合先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめででででででででででででででででででででととととととととととととととととととととううううううううううううううううううううごごごごごごごごごごごごごごごごごごごござざざざざざざざざざざざざざざざざざざざいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままま受賞おめでとうございますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす（順不同）

戸毛　雅一さん
昭和４２年に富良野市
議会議員に当選し、
昭和６２年には議長に
就任するなど市議会
運営のリーダーとし
て、地方自治の発展
に貢献しました。

旭日単光章

故 近内　清志さん
昭和６２年に富良野市
議会議員に当選し、
建設常任委員会委員
長などを歴任。議員
として３期１２年にわ
たり、地方自治の発
展に貢献しました。

北海道産業貢献賞

相田　嗣郎さん
昭和５９年に北海道木材市場協同組合理
事に就任し、平成１６年からは理事長を努
めるなど、永年にわたり林業・木材産業
の発展に貢献しました。

佐藤　信雄さん

昭和６０年に富良野商工会議所の常議員
に就任し、平成１３年からは副会頭を務め
るなど、永年にわたり産業経済の発展に
貢献しました。

阿部　和夫さん
昭和５９年に山部商工会の理事に就任し、
平成１１年に副会長、平成１８年からは会長
を務めるなど、永年にわたり地域振興の
発展に貢献しました。

旭日小綬章
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占冠村
静かに湧き出る温泉
湯の沢温泉で温まろう！

　湯の沢温泉は、鉱泉が湧き出す
沢が厳しい寒さの中でも凍らない
ことから名がついた温泉です。清
らかな空気と良質の湯、そして静
寂の中に心身を浸すことを求める
方にはもってこいの温泉です。
　北海道で一、二を争う占冠村の
厳しい冬の寒さも、湯の沢温泉に
浸かればポッカポカ。ぜひお越し
ください。

架湯の沢温泉 拶５６‐２３１１

中富良野町
ウインターフェスティバル2008

　２月１０日蚊、北星山スキー場で
開催されます。
　会場では、冬ならではの工夫を
こらしたイベントを実施！また、
寒さをしのぐ温かい飲み物、食べ
物も用意しています。長い冬のひ
とときを楽しみませんか？

架実行委員会　拶４４‐2204　

南富良野町

第３回かなやま湖
「氷上ばかんす！」

　冬のかなやま湖で１日楽しく過
ごしてみませんか。
　アラスカ野球大会やワカサギ釣
り体験のほか、氷上ウォーク、犬
ぞり体験など様々なイベントを用
意しております。ぜひ、家族お揃
いでご来場ください。

と　き　２月１７日蚊午前１０時から

ところ　かなやま湖畔キャンプ場

架商工会　拶５２－2605

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

新スポーツ「キンボール」教室が各地で開催

上富良野町

第４４回かみふらの雪まつり

　ゲゲゲの鬼太郎大雪像や大型滑
り台など、大勢の子ども達が
楽しめるイベントが盛りだくさん
です。
　グルメコーナー（有料）もあり
ますので、小さなお子さんやご家
族でのご来場をお待ちしています。

と　き　２月３日蚊
　　　　午前１０時～午後４時

ところ　日の出公園特設会場

架産業振興課　拶45‐６９８３

部ひよこクラブが開催している恒

例の「クリスマス会」が１２月６日、

山部福祉センターで行われました。幼児や

保護者など２０名の会員が参加し、歌や踊り、

絵本の読み聞かせなどを楽しみました。地

域の民生児童委員がサンタクロースの姿

で登場すると、子どもたちは大喜びで駆け

寄り、一足早いクリスマスプレゼントに目

を輝かせていました。

山

山部ひよこクラブで「クリスマス会」

熱戦！小学生スーパードッジボール大会

学生スーパードッジボール大会が

１２月８日、スポーツセンターで行

われ３０チーム、２５８名が参加し熱戦が繰り

広げられました。試合では激しいパスの

応酬に攻守が目まぐるしく入れ替わるな

ど、日ごろの練習の成果を発揮。各部の

優勝チームは、４年生の部「熱血ナイン

スターズ」５年生の部「デビルガンバン

ズ」６年生の部「チームラディッシュ」。

小

径１２２㎝、約１㎏の巨大なボールを

打ち合う新スポーツ「キンボール」

の教室が、１１月２１日から１２月１４日にかけ

て市内３会場で開催されました。競技は

４人が１チームになった３チームがコー

トに入り、ボールを落とさないように

ヒットとレシーブを繰り返すもの。山部

会場では、汗びっしょりになりながら、

ボールとの格闘を楽しんでいました。

直

年末恒例のクリスマスコンサート

良野混声合唱団の年末恒例のクリ

スマスコンサートが１２月９日、文

化会館で開かれ市民約１００人が詰めかけ

ました。団員が照明を落としたステージ

にローソクを掲げて入場したあと、「きよ

しこの夜」「もろびとこぞりて」「あら野

のはてに」などクリスマスの名曲を熱唱

し、観客は団員３０名による見事なハーモ

ニーに聴き入っていました。

富
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消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ごみＱ＆Ａ

分別に迷ったら、環境生活課(緯３９‐２３０８)へ

寄付  ありがとうございます

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

クレジットカード入会  （７０代　女性）

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

富良野市へ

  金　100万円　橋本　満（東山）
　ボランティア「さわやかグループ」

雑巾　150枚
寿光園へ

ぞうきん  50枚　大倉多喜子（山部）
みかん　30㌔　富久寿会
にんじん　30㌔
かぼちゃ　30㌔
じゃがいも30㌔

　樹海小学校

順不同・敬称略

時々買い物に行く大型店で店員さんに声を掛けら
れました。「今がチャンス！三千円の商品券をすぐ

もらえますよ！」と言われました。一緒に行っていた友
達と「いいチャンス！」と思い、店員さんの案内に付い
て行きましたら、用紙に名前と住所を書くよう言われて
書きました。「好きな４ケタの数字を書いて」と言われ
ましたが思いつかないのでまごまごしていると「旦那さ
んの誕生日は？」と聞かれ何の心配もないからと言うの
で書きました。すぐ三千円の商品券を渡されずいぶん得
した気分で帰りました。それから何日もたってからカー
ドが送られて来ました。何で送られて来たかよく解らな
いし、そんなものは持っていたくないのでどうしたら良
いですか。

これは、クレジットカードの事例です。相談者は
キャッシュカードもクレジットカードも所有した

事がないとのことで、その違いと４ケタの数字はキャッ
シュカードでお金を引き出す時やクレジットカードで
キャッシングと言ってお金を借りる時に使う暗証番号
である事を説明し、契約条項を読むと退会する時は連絡
すれば良い事になっているので、電話して退会を申し出
るよう助言しました。店員さんの「カード作成」につい
ての説明不足もあると思われますが、やはり目先の商品
券に惑わされたように思います。タダで物や商品券をく
れるというのに釣られてしまいがちですが住所、氏名を
書く時は十分注意しましょう。

　　プラマークの付いているお菓子の袋を固形燃料
ごみ（黄色い袋）で出してもいいのですか？Ｑ
プラマークの付いているプラスチック製の袋や容器
は、汚れがひどく取れない場合を除き、固形燃料ご

　　みで出すことは出来ません。プラスチック類での分
　　別をお願いします。収集されたプラスチック類は、　
　　油に戻され、再生油として有効に利用されています。
　　今後とも分別にご協力をよろしくお願いします。

Ａ

取っ手の一部がプラスチック製で出来ている金属製の
ナベやヤカンなどは、何ごみに出せばいいのですか？Ｑ
金属類での分別となります。透明な袋に入れて空き
缶の収集日にごみステーションに排出してください。

　　空き缶の袋（青い袋）では、出せませんのでご注意
　　願います。

Ａ
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

来年から幼稚園

に入ります。

佐々木 快成 さん
かいせい

（３歳６カ月（３歳６カ月））
弥生町

東　 蓮翔 さん
れんと

（３歳７カ月（３歳７カ月））
緑町

仲良しでーす！！

中田　 來愛 さん（２歳６カ月（２歳６カ月））
る　な

新光新光町町
後藤　 梨緒 さん（１歳５カ月（１歳５カ月））

り　お

朝日朝日町町

　

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、
骨
量
が

少
な
く
骨
密
度
が
低
く
な
っ
た
状

態
で
、
骨
が
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に

ス
カ
ス
カ
に
も
ろ
く
な
り
、
骨
折

し
や
す
く
な
る
病
気
で
す
。
骨
粗

し
ょ
う
症
に
な
る
と
、
転
倒
な
ど

に
よ
り
手
首
、
脊
椎
、
大
腿
骨
に

骨
折
が
起
こ
り
や
す
く
、
寝
た
き

り
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

●
な
ぜ
起
こ
る
の
か
？

偏
食
・
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足

　

食
生
活
の
欧
米
化
に
よ
り
、
小

魚
や
野
菜
、
海
藻
な
ど
の
摂
取
量

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
、　
２０

〜　

歳
の
１
日
の
カ
ル
シ
ウ
ム
平

５９
均
摂
取
量
は
５
０
０
㎎
で
あ
り
、

１
日
の
最
低
必
要
量（
６
０
０
㎎
）

と
比
べ
て
不
足
し
て
い
ま
す
。

運
動
不
足

　

適
度
な
運
動
は
、
骨
に
刺
激
を

与
え
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
骨
に
定
着

し
て
丈
夫
な
骨
が
作
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
運
動
不
足
だ
と
、
カ
ル

シ
ウ
ム
が
骨
に
定
着
で
き
ず
に
尿

か
ら
排
泄
さ
れ
て
し
ま
い
、
骨
量

が
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少

　

閉
経
を
迎
え
る
と
、
骨
の
生
成

に
影
響
を
与
え
る
女
性
ホ
ル
モ
ン

（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）の
分
泌
が
減
少

し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
骨
量
が
急

激
に
下
が
り
、
骨
粗
し
ょ
う
症
が

起
こ
り
ま
す
。

●
予
防
す
る
た
め
に

《
食　

事
》

カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
に
摂
る

　

１
日
６
０
０
㎎
以
上
を
目
安
に

カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

牛
乳
、
乳
製
品
、
小
魚
、
野
菜
、

大
豆
製
品
な
ど
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
心
が
け
る

　

欠
食
や
偏
食
が
あ
る
と
安
定
的

に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
補
給
す
る
こ
と

が
難
し
く
、
骨
密
度
を
低
下
さ
せ

る
原
因
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

１
日
３
食
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
あ

る
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

《
運　

動
》

　

適
度
な
運
動
に
よ
り
、
骨
が
丈

夫
に
な
り
、
体
力
や
運
動
神
経
も

高
め
、
骨
粗
し
ょ
う
症
や
転
倒
、

骨
折
を
予
防
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
日
常
生
活
で
意
識
的
に

体
を
動
か
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

《
日
光
に
あ
た
る
》

　

外
出
や
運
動
な
ど
日
光
に
あ
た

る
こ
と
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

を
促
進
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
働
き

が
促
が
さ
れ
、
骨
粗
し
ょ
う
症
を

予
防
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

食
事
や
運
動
な
ど
生
活
習
慣
と

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
は
深
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
意
識
的
に

生
活
を
見
直
す
こ
と
が
大
切
と
な

り
ま
す
。

お元気ですか　保健師です ●「骨粗しょう症」を予防しよう！

左から

左から
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あ
り
ま
せ
ん
。
種
類
も
多
く
、
寝

具
類
、
カ
バ
ー
類
、
毛
布
、
衣
服

類
、
車
や
バ
イ
ク
の
カ
バ
ー
、
布

張
の
家
具
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

　

家
族
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に

も
防
炎
品
の
使
用
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
購
入
す
る
場
合
に
は
、
防
炎

マ
ー
ク
が
張
付
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

架
消
防
本
部
予
防
課　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！
　
　

　
　
た
ば
こ
に
よ
る
火
災

　

た
ば
こ
に
よ
る
火
災
は
、
毎
年

発
生
原
因
の
上
位
を
占
め
ま
す
。

投
げ
捨
て
や
灰
皿
か
ら
の
た
ば
こ

く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

防
炎
品
「
火
災
を
予
防
す
る

環
境
づ
く
り
」

　

日
常
生
活
で
は
、
辺
り
を
見
回

せ
ば
多
く
の
繊
維
製
品
に
囲
ま
れ

て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
で
、
た
ば
こ
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
、

ろ
う
そ
く
な
ど
の
小
さ
な
火
源
が

繊
維
製
品
に
着
火
し
、
火
災
の
原

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
火
災
を
減
ら
す
た
め
に
、
身
近

な
繊
維
製
品
を
燃
え
に
く
く
改
良

し
た
「
防
炎
品
」
が
あ
り
ま
す
。

　

防
炎
品
は
、
小
さ
な
火
源
に
触

れ
て
も
自
己
消
火
性
が
あ
り
、
容

易
に
燃
え
広
が
る
よ
う
な
こ
と
は

の
火
種
が
落
下
し
た
、
消
し
た
は

ず
の
た
ば
こ
が
再
び
燃
え
出
す
な

ど
が
原
因
で
す
。

　

た
ば
こ
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

○
た
ば
こ
火
災
の
防
止
対
策

・
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

・
火
の
つ
い
た
ま
ま
の
た
ば
こ
を

放
置
し
な
い
。

・
歩
行
中
は
喫
煙
し
な
い
。

○
万
が
一
の
た
め
に
次
の
こ
と
を

心
が
け
る
と
安
心
で
す

・
布
団
、
シ
ー
ツ
な
ど
の
寝
具
類

や
パ
ジ
ャ
な
ど
の
衣
類
は
防
炎
品

を
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
必
ず
灰
皿
の
あ
る
場
所
で
喫
煙

し
、
周
り
は
常
に
整
理
整
頓
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

・
灰
皿
は
、
ふ
ち
が
大
き
く
深
め

の
も
の
を
使
い
、
い
つ
も
水
を
入

れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
た
ば
こ
を
捨
て
る
時
は
、
水
を

か
け
る
な
ど
火
が
完
全
に
消
え
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

架
消
防
本
部
予
防
課　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

障
が
い
者
控
除
対
象
者
　
　

認
定
書
の
交
付

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど
の
交

付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、　

歳
６５

以
上
で
要
介
護
認
定
（
要
支
援
は

除
く
）
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
は
、

確
定
申
告
で
障
が
い
者
控
除
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
認
定
書
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
福
祉
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

架
福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
の

手
続
き

　

大
人
用
お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
が

２
年
目
以
降
の
方
は
、
市
が
発
行

す
る
「
確
認
書
」
で
代
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
１
年
目
（
初
め
て
）
の

申
告
に
は
、
従
来
ど
お
り
「
医
師

の
証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

発
行
場
所　

介
護
保
険
課
（
保
健

セ
ン
タ
ー
２
階
）

架
介
護
保
険
課　拶

３
９
‐
２
２
５
５

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
分
の
所
得
税
の
確
定

１９

申
告
の
相
談
及
び
申
告
書
の
受
付

が
２
月　

日
俄
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

１８

（
還
付
申
告
の
受
付
は
、１
月
４
日

画
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
）

　

所
得
税
（
住
民
税
及
び
個
人
事

業
税
）
の
確
定
申
告
の
申
告
指
導

なぜ救急車が通り
過ぎるとサイレン
の音が変わるのか
　　　　　渡辺　儀輝
日本物理教育学会大塚
賞を受賞した現役高校
教師、渡辺儀輝（富良野
市出身）さんが身近な日
常に息づく科学を教え
る全２２講。発電の原理と
クリーンエネルギー…
ほか

●児童書（新着）
綾野　まさる神さまに質問「いのち」ってなんですか
青山　邦彦いたずらゴブリンのしろ

●一般書（新着）
北方　謙三楊冷伝　１・２
林　真理子本朝金瓶海
森　博嗣キラレ×キラレ

架図書館　拶２２‐３００５

定例休館日　　毎週月曜日　
整理休館日　　２５日画
特別休館日別 １日峨～５日臥　１５日峨

１階おはなしコーナー
　毎週水曜日午後３時から
　どんぐりおはなし会 
２階多目的ホール　
　６日蚊　午前１０時と午後２時の２回
　お正月映画会「大地の冬のなかまたち」
　１２日臥　午前１０時３０分から　おはなし会
　１３日蚊　午後１時～３時　
　第２回図書館落語会「道楽・幻太落語２
　人会」　
３階ビデオシアター　
　８峨日～１２日臥　午後１時から
　冬休み子ども映画会　小学生対象

開館時間　火→金曜日　午前１０時→午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時→午後５時

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本
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及
び
申
告
書
の
受
付
は
３
月　

日
１７

俄
、消
費
税
及
び
地
方
消
費
税（
個

人
事
業
者
）
の
確
定
申
告
の
申
告

指
導
及
び
申
告
書
の
受
付
は
３
月

　

日
俄
ま
で
で
す
。

３１
　

申
告
書
は
、
前
年
の
「
申
告
書

の
控
え
」
や
「
確
定
申
告
の
手
引

き
」
な
ど
を
参
考
に
ご
自
分
で
作

成
し
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp

の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
の

作
成
や
、
簡
単
・
便
利
な
（
e
‐

T
a
x
）
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し

ま
す
。

架
富
良
野
税
務
署

拶
２
２
‐
２
１
４
４

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

ほ
く
で
ん
停
電
情
報
サ
ー
ビ

ス
の
開
始
に
つ
い
て

　
　

月
１
日
か
ら
停
電
情
報
を
お

１２
知
ら
せ
す
る
「
ほ
く
で
ん
停
電
情

報
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
ま
す
。

　

次
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
掛
け

ま
す
と
、
現
在
の
停
電
地
域
の
情

報
の
ほ
か
、
復
旧
の
目
途
が
確
認

さ
れ
た
場
合
に
は
復
旧
見
込
み
時

刻
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

数
分
程
度
の
停
電
は
対
象
外
で
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
‐
２
３
５
‐
１
２
１

架
北
海
道
電
力
富
良
野
営
業
所　

拶
２
３
‐
４
１
３
１

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

平
成
　
年
度
保
育
所
入
所
　

２０

児
童
を
募
集

　

地
域
に
関
係
な
く
希
望
す
る
保

育
所
に
入
所
で
き
ま
す
。

中
央
保
育
所
・
麻
町
保
育
所

募
集
年
齢

　

０
歳
児
（
中
央
保
育
所
の
み
）

　

１
歳
〜
５
歳
児

保
育
時
間
（
月
〜
土
曜
日
）

　

午
前
７
時　

分
〜
午
後
６
時

３０

入
所
基
準

　

共
働
き
・
パ
ー
ト
・
内
職
・
自
営
・

病
人
の
介
護
な
ど
で
保
育
が
困
難

な
家
庭
の
児
童

へ
き
地
保
育
所
（
山
部
・
東
山
・

麓
郷
・
布
礼
別
）

募
集
年
齢　

３
歳
〜
５
歳
児

※
東
山
・
麓
郷
・
布
礼
別
保
育
所

の
み
、
２
歳
児
で
も
３
歳
に
な
っ

た
翌
月
か
ら
入
所
可
能
で
す
の
で

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
時
間

（
月
〜
金
曜
日
）午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
３
時　

分
３０

（
土
曜
日
）午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

入
所
基
準

・
共
働
き
な
ど
で
保
育
が
困
難
な

家
庭
の
児
童

・
入
所
が
適
当
と
思
わ
れ
る
家
庭

の
児
童

申
込
（
保
育
所
学
童
共
通
）

　

１
月
７
日
俄
〜　

日
牙
ま
で
に

３１

児
童
家
庭
課
・
支
所
・
各
保
育
所
・

各
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申

込
書
に
よ
り
申
込
み
く
だ
さ
い
。

架
児
童
家
庭
課拶

３
９
‐
２
２
２
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

平
成
　
年
度
学
童
保
育
セ
ン

２０

タ
ー
入
所
児
童
を
募
集

施
設
名　

桂
木
学
童
保
育
セ
ン

タ
ー
・
麻
町
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
・

緑
町
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
・
北
の

峰
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
・
東
部
学

童
保
育
セ
ン
タ
ー

保
育
時
間

月
〜
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
６
時

夏
・
冬
・
春
休
み
、
土
曜
日
、
臨

時
休
校
日　

　
　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
６
時

３０

入
所
基
準　

下
校
時
、
保
護
者
が

不
在
の
小
学
３
年
生
以
下
の
児
童

申
込
（
保
育
所
学
童
共
通
）

　

保
育
所
と
同
じ
で
す
。

架
児
童
家
庭
課拶

３
９
‐
２
２
２
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

第
　
回
北
海
へ
そ
祭
り
　
　

４０
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集

募
集
期
間　

　
　

１
月
１
日
峨
〜
２
月　

日
画

１５

応
募
資
格　

市
民

注
意
事
項

鳥沼全域・南大沼１長 江　 隆錦町・花園町全域谷 俊 明朝日町全域古 田 秀 夫
富丘・八幡丘・布礼別中野渡幸吉住吉町全域岡 田 善 己本町全域跡 部 武 子
東、南、西麓郷坂 口 幸 一新光町全域遠 藤 洋 子日の出町全域桑名みよ子
北麓郷・麓郷市街地杉 本 良 一瑞穂町全域野 原　 武若松町全域石 川 義 征
山部１～５町内最 上 麗 子東町１番～１８番橘　 勝 治幸町全域伊 藤　 功
山部６～９町内小笠原繁男東町19番～22番小野寺慶晃末広町１番～１２番片 木 紀 二
山部１０、１１町内・１３町内一部山 口 悦 子東麻町全域早川きみ子末広町１３番～24番原　フミ子
山部１２、１３町内一部大高美津子西麻町・南麻町全域小野寺　明弥生町全域荏 原 信 之
山部北星・桜丘嶋 田 忠 和北麻町全域日 下 則 子栄町全域高 畑 行 雄
山部中央・共進・南陽天 間 幸 博北の峰町1番～６番・下御料原 あ け み若葉町全域長部みち子
東山あかしや・共栄石 上　 勇北の峰町７番～２１番総島恵美子緑町１番～１３番福 岡 曜 子
光陽・さくら・西達布市街・おもと青 山 照 道北の峰町２２番～２８番荒 田 信 恵緑町１４番～２２番橋本サチ子
しらはぎ・たちばな・のぎく・す
みれ・つつじ・あやめ堀 忠北の峰町２９番～３５番・学田3区・

島の下・富問長 屋 義 文扇町・南町全域山中三千邦
老節布市街・松南・北進・平沢鷲 見 昭 一東、西学田二区・清水山・北斗町木 嶋 正 義春日町全域桐 澤 幸 子

◎主任児童委員五区・上御料・中御料植 崎 俊 朗桂木町１番～３番松 田 尚 美
富良野市全域山 崎 時 枝布部全域野村千恵子桂木町４番～６番座 間 悦 子
　  　〃大佐古祐子扇山全域岩 谷 春 子西町全域未 定
  　　〃北村菜穂子北大沼全域・南大沼２渡 辺　 渡新富町全域谷 川 元 子

富良野市民生委員・児童委員（敬称略、平成１９年１２月１日現在） 鰹問 福祉課　拶３９‐２２１１
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要
件
を
満
た
す
方

茨
保
健
師
、
助
産
師
ま
た
は
看
護

師
と
し
て
看
護
専
門
分
野
の
一
業

務
に
３
年
以
上
従
事
し
た
方
で
、

大
学
に
お
い
て
教
育
に
関
す
る
科

目
を
履
修
し
た
方

芋
保
健
師
、
助
産
師
ま
た
は
看
護

師
と
し
て
５
年
以
上
業
務
に
従
事

し
た
方
で
、
採
用
後
に
長
期
教
員

研
修
を
受
講
で
き
る
方

鰯
専
任
教
員
と
し
て
必
要
な
研
修

を
受
け
た
方

居
住
条
件　

採
用
後
、
市
内
に
通

勤
可
能
な
方

試
験
内
容

　

個
別
面
接
に
よ
る
口
述
試
験
と

申
込
書
記
載
事
項
な
ど
に
つ
い
て

身
上
調
査
を
行
い
ま
す
。

場
所
及
び
試
験
日

　

富
良
野
市
役
所

　

１
月　

日
牙　

時
間
に
つ
い
て

３１

は
、
応
募
後
個
別
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

受
験
手
続
き

　

総
務
課
職
員
係（
市
役
所
１
階
）

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
次
の
期
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

１
月
８
日
峨
〜
１
月　

日
峨

２９

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で　

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
）

郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
１
月　

日
２９

峨
ま
で
の
着
信
に
限
り
ま
す
。

架
総
務
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
０

虚
規
格
は
A
4
判
縦
サ
イ
ズ
ま
た

は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
対
応
の
デ
ー
タ

許
文
字
（
北
海
へ
そ
祭
り
）・
日
付

（
７
月　

日
・　

日
開
催
）も
入
れ
、

２８

２９

絵
・
デ
ザ
イ
ン
も
含
め
応
募

距
採
用
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
権
利

は
実
行
委
員
会
に
帰
属

鋸
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

載
し
応
募

漁
作
品
数
の
限
定
は
な
く
、
何
点

で
も
応
募
可

※
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
先
・
問
合
せ

〒
０
７
６
‐
８
５
５
５

富
良
野
市
弥
生
町
１
番
１
号

市
役
所
商
工
観
光
室

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

富
良
野
市
職
員
採
用
試
験

　

平
成　

年
４
月
１
日
採
用
の
職

２０

員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

看
護
教
員　

１
名　

受
験
資
格　

　

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生

４２

ま
れ
た
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売

会
の
開
催
に
つ
い
て

と　

き　

１
月　

日
臥

２６

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

　
　
　
　

１
月　

日
蚊

２７

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

と
こ
ろ　

株
式
会
社
ダ
イ
イ
チ
上

富
良
野
店
（
本
町
２
丁
目
）

展
示
品　

チ
ェ
ス
ト
、
テ
レ
ビ
台
、

整
理
箱
、
小
物
タ
ン
ス
、
整
理
タ

ン
ス
、
洋
服
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、

ラ
ッ
ク
、
ま
な
板
ほ
か

架
旭
川
刑
務
所

拶
０
１
６
６
‐
５
７
‐
２
６
３
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

ふ
ら
の
・
び
え
い
人
に
な
る
冬

２
０
０
８

と　

き　

１
月　

日
臥
〜
２
月　

日
蚊

１２

１７

内　

容

虚
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
の
各
施
設

で
宿
泊
・
飲
食
・
体
験
・
観
光
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
の「
特
別
サ
ー
ビ
ス
・

ご
優
待
」を
期
間
限
定
で
実
施（
ふ

ら
の
・
び
え
い
人
に
な
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
提
示
）

許
各
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
エ
リ
ア
ご
と
に
実
施

富
良
野
・
麓
郷
地
区　

へ
そ
ダ
ル

マ
コ
ン
テ
ス
ト
、
雪
中
サ
ス
ケ
、

冬
の
五
郎
の
生
活
体
験

富良野スキー場市民スキーリフト
施設利用券割引料金表

割引料金通常料金区　　　分期　　間券　種

3,0004,200おとな
１２月１日
～３月２日

１日券

2,0003,200シニア

１,0003,200こども

2,5004,200おとな
３月３日
～３月３０日

１,5003,200シニア

1,0003,200こども

2,0004,200おとな
3月３１日
～５月６日

1,0003,200シニア

1,0003,200こども

1,2001,500おとな
開始～終了

ナイター
券 5001,000こども・シニア

残問合せ 　企画振興課　　拶３９－２３０４

富良野スキー富良野スキー場場
市民スキーリフ市民スキーリフトト
施設利用施設利用券券

富良野キー場では、今シーズンも市民を対象にした

割引券「市民スキーリフト施設利用券」を次の場所

で配布しています。（金額は右の表のとおりです）

産利用券発行所

市役所（企画振興課・商工観光課）、文化会館、図書
館、スポーツセンター、山部・東山支所、ふらの農
業協同組合本所・東部出張所
※こども料金は小学生以下、シニア料金は６０歳以上
（ただし、夫婦で利用の場合はどちらかが６０歳以上で
あれば２人ともシニア料金）
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美
瑛
・
白
金
地
区　

丘
の
ま
ち
美

瑛
２
０
０
８
白
金
温
泉
祭
り

上
富
良
野
・
中
富
良
野
地
区

　

ば
ん
ば
体
験
、
ふ
ら
の
・
び
え

い
人
I
N
か
み
ふ
ら
の
雪
ま
つ
り

南
富
良
野
地
区

　

か
な
や
ま
湖
氷
上
ば
か
ん
す
！

※
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
各
地
区
観

光
協
会
、
参
加
施
設
な
ど
に
１
月

か
ら
設
置
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.furanobiei.

com
/

架
実
行
委
員
会
事
務
局

拶
０
８
０
‐
６
０
９
６
‐
５
３
９
５

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

国
際
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
＆

ナ
イ
ト
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
お

知
ら
せ

国
際
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト　

　

毎
週
土
曜
日
の
午
後
６
時
か
ら

日
本
の
文
化
に
触
れ
る
「
国
際
文

化
交
流
イ
ベ
ン
ト
」
を
行
い
ま
す
。

食
事
を
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
ご

観
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月　

日
臥
〜
３
月
１

１２

日
臥
の
毎
週
土
曜
日
の
午
後
６
時

か
ら
（
3
回
公
演
予
定
）

と
こ
ろ　

レ
ス
ト
ラ
ン
ふ
ら
の
広
場

入
場
料　

無
料

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　

新
富
良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
発

で
ふ
ら
の
広
場
終
点
の
「
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」
を
運
行
。

年年金金だだよよりり
２０歳は国民年金に加入する年齢です
　年金は、自分や自分の親などの老後をみん
なで支えあうことを目的に作られた制度で
す。また、一家の働き手が亡くなったときや、
思わぬ病気やけがで障がいが残ったときに
も遺族年金や障害年金が支給されます。
　加入の手続きをしなかったり、加入しても
保険料を未納にしていると、将来年金が受け
取れなくなる場合があります。学生や低所得
などの理由で保険料を納められない方には、
免除制度がありますので、相談ください。

年金記録の問い合わせについて
　社会保険庁では、年金記録照会専用の「ね
んきんあんしんダイヤル」（フリーダイヤル
0120－657830 24時間、土日も対応していま
す）を開設しています。電話で基礎年金番号
や生年月日などを確認し、後日回答票を郵送
しています。
　また、手元に届いた回答票のへの問い合わ
せや一般の年金相談については「ねんきんダ
イヤル」（ナビダイヤル　0570－05－1165）
を開設しています。月～金曜日　8：30～17：
15ただし月曜日（月曜日が休日の場合は火曜
日）は19：00まで受付　第２土曜日　9：30
～16：00
※「0570」の最初の0を省略したり、市外局
番を付けて間違い電話になるケースがあり
ます。電話が混雑してつながらない場合は、
最寄りの社会保険事務所をご利用ください。
保険料の支払いはお忘れなく

架市民課　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１８年１月生まれ(満６５歳)の方は、誕生
日の前日以降に手続きをしてください。
　厚生年金の受給者は、誕生月に送られてく
るはがきが、基礎年金の手続きになりますの
で、改めて手続きする必要はありません。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所③番窓口にお越しください。

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

期　

間

　
　
　

月　

日
臥
〜
３
月　

日
蚊

１２

２２

２３

新
富
良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
発

　

午
後
５
時
か
ら
５
便
。
午
後　
１０

時
ま
で

ふ
ら
の
広
場
発

　

午
後
5
時　

分
か
ら
４
便
。
午

３０

後
９
時　

分
ま
で

３０

乗
車
料
金　

1
回
1
0
0
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

富
良
野
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

拶
2
2
‐
5
7
7
7

バ
ス
停　

新
富
良
野
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
・
ノ
ー
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
富

良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
・
ナ

ト
ゥ
ー
ル
ヴ
ァ
ル
ト
・
ベ
ル
ヒ
ル

ズ
・
エ
ー
デ
ル
ヴ
ェ
ル
メ
・
市
場

前
・
幸
町
・
信
金
前
・
へ
そ
小
路
・

十
字
街
・
ふ
ら
の
広
場

架
ふ
ら
の
観
光
協
会

拶
２
３
‐
３
３
８
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

冬
の
祭
典
「
ふ
ら
の
ス
ノ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　

馬
を
乗
せ
た
ソ
リ
を
人
が
引
く

「
ば
ん
馬
人
世
界
選
手
権
」「
雪
合

戦
大
会
」「
花
火
大
会
」「
雪
中
サ

ス
ケ
」
な
ど
の
特
別
企
画
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
ぜ
ひ
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
２
日
臥
・
３
日
蚊

と
こ
ろ　

富
良
野
ス
キ
ー
場

架
ふ
ら
の
観
光
協
会

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
３
３
８
８

市
民
参
加

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

富
良
野
市
市
民
参
加
制
度
調

査
審
議
会
委
員

委
員
の
任
務　

　

市
民
参
加
制
度
手
続
の
実
施
状

況
に
つ
い
て
の
評
価
審
議

募
集
人
員　

４
名

応
募
資
格　

　

市
内
在
住
で
各
年
度
3
回
程
度

の
会
議
に
参
加
が
可
能
な
方

任　

期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

申
込
期
限　

　
　
　
　

平
成　

年
１
月　

日
画

２０

２５

申
込
方
法　

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
な
事
項

と
応
募
の
動
機
を
記
入
し
て
、
直

接
ま
た
は
封
書
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
提
出
。

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
企
画
振
興
課
で
配
布
。

選
考
方
法　

　
　
　
　

申
込
書
等
の
書
類
選
考

問
合
せ
/
意
見
提
出
先

企
画
振
興
課

〒
０
７
６
‐
８
５
５
５

　
　

富
良
野
市
弥
生
町
１
番
１
号

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
４

　
　
　
　
　

胃
２
３
‐
２
１
２
１

電
子
メ
ー
ル

kikaku-k@
city.furano.hokka

ido.jp
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こうほう    平成２０年１月号   №55６

■ニュースポーツのキンボール教室の取材に行き
ました。過去に１度だけ体験しましたが、最初は
「こんな大きなボールをどうするんだろう？」と思
いましたが、やってみると案外面白いものです。子
どもからお年寄りまでみんなで楽しめますので、ぜ
ひ地域で取り組んでみませんか？（と）

■明けましておめでとうございます。お腹の肉が気
になり、今年はメタボ元年にしたいと思います。毎
年、冬になると増える体重。今年の朝は除雪された
堤防で転ばないようストックを使ってウォーキン
グ、夜はふらっとのプールとトレーニングルームに
通い減量に臨みます。（さ）

編集

後記

剥
ぐ
音
の
重
た
か
り
け
り
新
暦

岩
田
　
美
雪

元
朝
の
そ
れ
ぞ
れ
赤
き
巫
女
の
指

東
野
　
ミ
ネ

長
命
に
家
飛
び
さ
う
な
初
 嚏
 

く
さ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
無
月

若
水
を
噛
み
て
呑
み
し
身
緊
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
比
呂
子

憎
ま
れ
て
百
を
超
す
ぞ
と
初
笑
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
戸
　
美
星

犬
の
名
も
家
族
と
並
ぶ
賀
状
か
な

武
内
　
昭
子

ね
ず
み
捕
る
術
も
し
ら
ざ
る
飼
い
猫
は

枯
葉
追
ひ
か
け
得
意
顔
す
る
　
　
　
　
　
村
上
せ
つ
子

目
が
覚
め
た
時
計
の
針
が
刻
刻
と

吾
の
寿
命
を
き
ざ
み
い
る
か
な
　
　
　
　
村
上
　
ユ
ミ

こ
の
冬
は
雪
も
少
な
く
暖
か
く
小
さ
き

仕
合
わ
せ
噛
み
し
め
て
い
る
　
　
　
　
　
藤
本
　
北
樹

老
人
ク
ラ
ブ
い
で
湯
に
つ
か
り
の
ん
び
り
と

友
と
語
ら
ひ
こ
こ
ろ
も
ほ
ぐ
す
　
　
　
　
岡
野
　
愛
子

さ
い
の
目
に
切
ら
む
豆
腐
を
掌
に
寒
の

冷
え
知
る
厨
に
あ
り
て
　
　
　
　
　
　
　
坂
東
　
節
子

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日→金曜日　
　　　　　　　　　午前８時→８時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　１月２６日臥　午前１０時→１０時４５分

　
　

回
目
の
節
目
を
迎
え
た

３０
西
脇
子
午
線
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が　

月
９
日
に
行
わ
れ
、
富

１２
良
野
市
か
ら
も
招
待
選
手
と

し
て
佐
々
木
千
治
さ
ん
（
５

㎞
の
部
）
と
熊
倉
正
博
さ
ん

⑬

西
脇
子
午
線
マ
ラ
ソ
ン

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

（
ハ
ー
フ
の
部
）
が
参
加
し
、

友
好
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
兵
庫
県
内
外
か

ら
約
２
０
０
０
人
が
参
加
。

２
０
０
７
年
の
世
界
陸
上
大

阪
大
会
マ
ラ
ソ
ン
代
表
の
小

崎
ま
り
さ
ん
や
、
シ
ド
ニ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
の
高
崎

千
恵
美
さ
ん
も
特
別
招
待
選

手
と
し
て
出
場
し
、
大
会
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。市長を表敬訪問した佐々木

さんと熊倉さん（１２月５日）


